
 
先日、大学時代に４年間生活していた仙台市に久しぶ

りに遊びに行ってきました。道も街並みも結構変わっ

ていて驚きましたが、道路標示に懐かしい地名がどん

どん出てきて昔のことを色々思い出しました。 

久しぶりに会った友人は髪の毛が真っ白になっていま

したが中身は変わっておらず、嬉しかったです。 
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介護職の人材育成・ 
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NEWS LETTER 

“ケチな飲み屋” で職員のメンタル不調を早期発見しよう！ 

同僚や部下のストレスサインの見抜き方 
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主任研修講師 
斎藤の  

「つぶやき」 

季節の変わり目は、心身にさまざまな影響を与えること

があります。特に 9 月から 10 月にかけては、暑い夏の

疲れが出やすく、体調を崩しがちな時期です。この時期

は、メンタルの不調が見られることも多く、早期の対応

が重要です。 

そこで、今回のニュースレターでは「メンタル不調者の

早期発見」をテーマに取り上げました。ぜひ、ご一読い

ただき、皆さまの職場環境づくりにお役立てください。 

 

介護の仕事は、ご利用者や職員との人間関係の難しさ

や身体的な負担の大きさ、不規則勤務等ストレスの多

い仕事です。 

特にここ数年は人材不足、人材の多様化、ICT 導入等の

仕事内容の変化など、職員がストレスを感じる場面が

増えていると感じます。 

もちろん仕事だけでなく、家庭での忙しさもメンタル

不調の要因となるため、管理者や役職者は職員の表情

や言動をよく観察し、心配な様子が見られたら個別に

声をかけて話を聞くことが必要です。 

 

こんにちは。ピーエムシー株式会社の斎藤洋です。 
 

封筒の宛名に変更等がございましたら、ご一報いただけますと幸いです。 

メンタルヘルス対策の「４つのケア」 

メンタル不調早期発見サインの “ケチな飲み屋” は、

医学博士の鈴木安名氏が 2006 年に提唱したものです。

目を通せば当たり前のことばかり書いてあるようにも

感じるかもしれませんが、「ミスが増える」「事故を起こ

してしまう」「能率が下がる」等は、見過ごしてしまい

やすいサインです。一方的に指摘して却って逆効果に

なってしまうこともあり、注意が必要です。 

 

介護事業所のメンタルヘルス対策については、労働契

約法において「安全配慮義務」が定められており、「セ

ルフケア」「ラインケア」「内部 EAP」「外部 EAP」とい

う４つの施策が提唱されています。 

管理者が普段から意識すべき役割として特に重要なの

が「ラインケア」です。職員の変調に気づいたら声をか

け、口を挟まずまずはじっくりと話を聞く、ということ

をお願いしたいと思います。 

 

引用元日本の人事部 https://jinjibu.jp/keyword/detl/165/ 
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ケ：欠勤（特に休日明け） 

チ：遅刻・早退 

な：泣き言を言う 

飲：能率の低下 

み：ミスが増える・事故 

屋：辞めたいと言い出す 


